
事業化実習は将来を
切り拓く大きな力に

ココも
注目

「創造性教育」に正解はありません。その授業にお
いて、思い描いたアイデアを実現するために考え続
けた生徒たちの頭の柔らかさ、クリエイティビティには
本当に驚かされています。中高生のこの時期、やら
されるのではなく、自ら考えて取り組む経験は、その
後の人生の大きな財産となります。生徒たちはこの

授業を通じて視野が広がる
だけでなく、自分の考えで、
オリジナリティを磨き、社会
へ貢献できる力を培っている
と実感しています。

➡生徒指導副主任・学年主任／　
芝辻憲子先生

こだわり抜いた3種類の商品を、3日間で571個を完売！　

将来の夢に近づく一歩となりました

女性が自らの人生を創造する

中高全学年必修の「創造性教育」で
創造性と起業家精神を育成

この学校の 
情報は

「School-pot」へ 
［東京都北区・女子校］
瀧野川女子学園

「唯一無二の商品から自分のお気
に入りを見つけるワクワク感を感じて
もらいたい」。そんな気持ちを込めた
「萌笑」の店内。

傘ストッパーとマルチストラップを販売した「萌笑」は、
「あかつき祭」で販売企画部門賞を受賞。
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「将来、薬剤師を目指しているのですが、社会に出た
とき、ディスカッションはとても必要なことだと認識して
います。この授業を通して、みんなと一緒に、我慢せ
ず、怖がらず、自分の考えを発言し、検討し合うという
体験ができたので、夢に一歩近づけたかなと思ってい
ます」  （副社長・Kさん）
「今回、自分たちが作りたいものというだけでなく、たく
さんの人が便利だなと思うものという視点で商品を考
えました。将来は医療関係に進みたいのですが、こ
の経験を通して、こうしてあげたら患者さんの助けにな
るというように、相手の立場に立って考えられる力が
ついたことは、とても役立つ経験になったと思います」
  （社長・Tさん）
「小学校の教諭に憧れていたのですが、自分に自信
がなくて、これまで誰かを教え育てるのは自分には無
理なのではないかと思っていました。でも、今回の経
験を通して、誰かと話し合い、学びを深めることがすご
く楽しいと実感しました。そして、自分でこんなにでき
たという結果も自信になって、小学校教諭を目指して
頑張ろうと一歩を踏み出せるようになりました」

（製造担当・Ｕさん）
扌
写
真
左
か
ら
副
社
長
・
Ｋ
さ
ん
、

社
長
・
Ｔ
さ
ん
、製
造
担
当
・
Ｕ
さ
ん
。

「萌笑」の出資金は1人6000円。メ
イン商品となる傘ストッパー機能のつい
たチャームのレイティは、ワンコインで買
えるよう500円に設定。棒状のマイティ
400円とともに、原価が高めになってし
まったため、利益率が高くなるものを一

つ追加しようというアイデアから、クラフ
トテープを材料とした目印ストラップを作
成しました。3日間でレイティ135個、
マイティ270個、目印ストラップ166
個を完売し、総売上22万5947円。
現金成長率254.9％でした。

➡ 右からマイティ400円、
レイティ500円、 
目印ストラップ300円。

➡マイティは、非接触棒とし
ても使用できるマルチストラッ
プとして考案されました。

扌自分の持ち物の目印になるようデザインは
ひとつずつ変えて、オリジナルのオンリーワン
であることにこだわりました。

➡傘ストッパーになるストラップのレイティ。厚みと透明感あ
るデザインを実現するため、素材選びに苦心しました。

➡「花を使いたい」というアイデアと
企業コンセプトに掲げた「笑」を合わ
せて、社名は社員全員で決めました。

※「私立中高 進学通信」2022年8月号より転載


